
様式３

学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

　ものづくり技術立国日本の次代を切り拓く人材の育成。
　学校におけるあらゆる場面を有機的に活用し、各産業界で活躍できる技術者となれるよう、学習環境の充実、国家資格の取得、精神力の向上及び人間力の育成を図り、自ら未来を切り拓くスペシャリストを育成しま
す。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

・基本的な知識や技術を習得し、活用できる考える力を育成。
・社会人として相手と相互に理解し合うためのコミュニケーション能力を育成。
・何事にも諦めない心を育む。
・技術者に必要なバイタリティーを育成。
・工業に関する課題を発見し、合理的かつ創造的に解決する力を育成。

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

・生徒の個々の進路希望に沿った「得意技コース制」や、選択授業制を導入。
・キャリア教育に沿った地元企業での就業体験の実施。
・社会で有意な国家資格取得を積極的に支援。
・高度熟練者による匠の世界に触れる機会を提供。
・課題研究（ものづくり）を充実。

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

・旺盛な学習意欲がある人。
・ものづくりへの興味・関心がある人。
・本校入学後の明確な目的意識がある人。
・何事にも取り組もうとする積極性がある人。
・将来、産業界で活躍しようとする志がある人。

　昨年度は、チーム倉工として
「Society5.0時代を切り拓く志高き自
律心と思いやりの心をもった『質実
剛健　倉工生』の育成」を目指し、
「学校行事」や「ものづくり」を通し
た、特色ある教育活動を実践した。
しかし、本校の取組を地域へ充分
に発信できていない面があるとの課
題も残った。
　今年度は、「変化の激しい時代を
生き抜くため、高い志と意欲をもっ
て新たな価値を生み出す倉工生」
の育成を目指し、組織的・効果的な
指導を実践するとともに、積極的な
情報発信により、更に地域に開か
れた学校を目指す。

Ａ

福岡県立

学校運営計画（４月）
学校運営方針 Society 5.0時代を切り拓く志高き自律心と思いやりの心をもった「質実剛健　倉工生」の育成 評価

（総合）昨年度の成果と課題

小倉工業 高等学校

積極的な学校情報の発信など効果的な広報活動に努める。

主体的に学ぶ態度やチャレンジ精神を育成し、創造力豊かで確かな学力の向上を図
る。

ものづくり技術立国日本の次代を担うスペシャリストとしての基礎的知識と技術・技能を
習得させる。

安全で安心な活力のある学校づくりを推進する。

地域に開かれた魅力ある学校づくりを推進する。

年度重点目標 具体的目標

ＩＣＴを活用したわかる授業の創造と学習のユニバーサルデザイン化を推進する。

授業五則を柱とした授業規律を徹底し、確かな学力の向上を図る。

創造性の育成に向けた学校行事や実験・実習等の体験的活動の充実を図る。

教育活動全体を通じ計画的・組織的なキャリア教育を推進する。

産業人材育成事業を柱とする技術・技能教育を推進する。

３Ｓ｢整理・整頓・清掃｣活動を徹底する。

危機管理意識の向上と対応能力を高めるため危機管理マニュアルの改善等を図る。

悩みやいじめの早期発見・早期対応による安心な学校環境づくりを推進する。

道徳教育、人権教育の充実と体験活動を重視させ、規範意識と思いやりの心の育成を図る。

「ものづくり」を中心に据えた地域貢献活動を推進する。

ＰＴＡ・同窓会との連携や外部評価を活用した魅力ある学校づくりの推進を図る。
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項目ごと
の評価
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B

基礎学力の定着について継
続的に取り組んで欲しい。

時代に合ったマナーを身につ
けて欲しい。

進路決定に向けて頑張って
いる姿が見られた。

A

A

A

振り返り期間が十分にとれて
いない教科・科目がある

一人一台端末の活用場面が
増えることで、教員間の情報
交換が活発になった。

規範意識を醸成することが出
来たという回答が多かった。

いじめを許してはいけないと
いう意識が向上していると感
じた。

工場見学やインターンシップ
や企業講話などは生徒の満
足度が高く好評であった。

進路先決定で、説明会の保
護者の参加率、生徒の満足
度は高かった。

学校行事に全力で取り組むこ
とが出来、達成感があるとの
事であった。

部活動を熱心に行うことが出
来たという回答が多かった。

入学後の生活（通学方法や
食堂利用など）に関する情報
を求める声が多かった。

合同委員会の出席率（63%)、
満足度(解答者の94%)ともに、
目標を達成した。

基本的生活習慣の確立が出
来、意欲的に取組めた。

基礎学力の向上と基本的生
活習慣の確立ができた。

進路先を確保し、卒業に向け
て取り組むことが出来た。

A

A

A

A

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

授業規律を確立させるため、学習の自主点検活動を実施する

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

ICT機器を活用した授業割合を全授業の２０％以上にする

振り返り期間の活用は、中学
校でも参考になった。

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ等でのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ閲覧
規則等の明確化。
ＩＣＴ活用のﾊﾞﾗﾝｽが重要。

自転車通学者のﾏﾅｰが向上
している。

いじめｱﾝｹｰﾄの継続

自己評価

結果の考察と次年度の課題

(２学年)
「基本的生活習慣」と「自覚と責
任」を徹底し進路意識の向上を図
る

A

３学年としての立場を理解し、学校行事や部活動で創意工夫をすることでリーダーシップを高める。

支持を待つだけでなく、課題を主体的に見つけ、思考・吟味・判断することで課題解決能力を育成する。

（３学年）
進路実現へ向け、社会で生き
抜く力の育成

A

教科指導
(教務)

生徒の学習内容の定着を図
る A

A
生徒によるICT機器の効果的
な活用度をあげる A

定期考査の実施後の振り返り期間を含めて、年間
の指導計画を作成することを年度始めに提案した
い。

相互授業参観などを使って、他の教科・科目での
ICT機器の活用方法を学ぶ雰囲気をさらに高めて
いきたい。

学習内容の定着を目指し、単元ごともしくは学期ごとの振り返りを実施する

日常の出欠調査により生徒の状況を全職員が共有し、家族との連携等に活かす

授業において単元ごと等の振り返りに一人一台端末を利用する

(庶務)PTA/同窓会との連携
強化および地域社会との
交流を深める

A

(１学年)
基本的生活習慣と基礎学力
を定着させる。

A

A

A

A

A

学校関係者評価

学校生活の中で時間を意識して行動する力を育てる

学校関係者評価委員会
からの意見

ｷｬﾘｱ教育は、義務教育課程
からの連携が必要。A

A

A
１・２年生に２社以上の工場見学を実施

職業観･勤労観の育成のため、２年全員にインターンシップを実施

卒業生による企業講話や企業人のキャリアガイダンスを１回以上実施

学校行事は地域でとても評判
が良い。一層の充実を期待。

部活動の活性化と練習時間
の見直しのﾊﾞﾗﾝｽが重要。

中高での連携を図って欲し
い。

活性化を希望

３年生全員の希望進路先決
定 A

より効果的な教材作成を目指し、ICT活用の講習会を実施する

基本的生活習慣の定着と安
全意識の向上を図る A

A
礼儀正しく、他者を思いやる
心をもって行動できる生徒の
育成を図る

A

公務員試験への指導につい
て詳しく発信して欲しい。A

キャリア教育による、適切な
勤労観・職業観の育成

目標である進路実現を達成し、体育大会や倉工祭など
の学校行事を通してリーダーシップやチームワークを育
み、成長することが出来た。

交通安全指導に力を注いだ。交通事故は減少し
ているが０ではない。次年度はヘルメット義務化も
あり、０を目指したい。

いじめの概念についてこの1年で教員の考え方が
とても変化したと考える。見逃し０を次年度も継続
したい。

卒業生による企業講話の対象を、今年度から全学年とし
好評だったので、次年度も継続する。また、技能五輪講
演会なども引き続き検討をする。

今年度は、就職はもちろん進学、公務員も順調であっ
た。特に公務員は地方と国家の両方に合格ししており、
次年度も進路選択の幅を広げたい。

各行事は成功することが出来たと考える。次年度は今年
度を上回ることが出来るよう生徒会に活躍の場を提供す
る。

空手道部が九州大会優勝。他の部活動も県大会には出
場しているが上位進出していない。部活動の活性化を図
りたい。

進路実績や学校行事等をアピールするだけでなく、入学
後の生活を具体的に想像できるような細かな情報を届け
られるよう内容を精査する。

クラスルーム利用により、会議の回数を減らし、業務の
効率化を図ることができた。アンケートでいただいた意見
を参考に、より有意義なPTA活動を目指したい

感染症等の欠席はあるが基本的生活習慣の確立はでき
ていると考える。学習面や生活面での知識の定着と実践
力の育成を課題とする。

学　年

進路指導
(ｷｬﾘｱ教育)

広域および家庭や
地域との連携

特別活動
(生徒会等)

部活動集会を実施し、倉工生としての誇りを醸成する

A

部活動をとおして、帰属意識
を醸成する A

A

(企画広報)
募集定員を上回る応募者数 A

A

生徒会活動の活性化をとおし
て学校行事の充実を図る A

生徒指導

毎日のオンライン学習により基礎学力の向上につながっ
た。丁寧な発音を心がけるこてで、挨拶を丁寧にする習
慣に結びついている。

「生徒にとって魅力的な学校」の認知のため生徒アンケートを行う。

「中学生が求めている情報」の正確な把握のため生徒アンケートを行う。

オープンスクール等の機会を通じて本校の特色を発信する。

月1回庶務会議を開き、業務の効率化を図る。

PTA合同委員会の保護者の出席率を60％以上を目指す。

PTA行事でのクラス委員の方の満足度60％以上を目指す。

体調管理、自己管理に努め、基本的生活習慣の確立を図る。

授業5則を徹底し、日々の授業を大切にして基礎学力の定着を図る。

場面に応じたルールとマナーの徹底を図る。

5分前行動、礼儀、挨拶を徹底し基本的生活習慣の確立を図る。

進路実現に向けた個々の基礎学力向上を図る。

学校行事等を通して、社会を担うリーダーとしての人間力の育成を図る。

３S活動の徹底を意識し、工業人として安全に対する意識向上や基本的生活習慣を確立する。

４月～５月の進路説明会で保護者出席率８０％以上を目指す

就職・進学で第一希望先の合格者９０％以上を目指す

本人・学校・保護者で連携をとり、生徒満足度９０％以上を目指す

生徒の主体性を育成し、生徒自ら計画、立案できるように支援する

各種委員会の定例会議を年５回以上開催する

学内外のボランティア等に参加する場を設定する

部活動加入率を８５％以上を目指す

各部活動で設定した目標達成に向けて、役割をもたせ責任感を育てる

交通ルールを含む学校生活の中の決まりごとを理解し、自ら進んで守る態度を育てる

規範意識育成学習を年４回以上実施し、生徒の規範意識の醸成を図る

定期的なアンケートを実施し、いじめ見逃し０を目指す

相談ポストや担任の面談等を活用し、いじめの未然防止に努める

丁寧な挨拶の徹底を図る
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A

A

A

A

B

A

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

資格取得の取組を継続

同上

同上

同上

同上

(機械系・機械科)
「事故災害０」

授業前準備、授業後整備を毎時間行う。（１００時間以上）

毎月（年１２回）工作機械の点検並びに保全を行う。

KYT活動を年１２回以上実施する

A
今後も作業現場の改善を重ね、より良い環境づく
りを行い、安全並びに指導・管理が出来るように
行っていく。

A 同上

A

各資格取得の合格率と共に、受験者数も増えた。資格補講に対
して、指導者の育成が課題である。また、整備点検項目を明確
にして、誰でも実施できるようにする。

第二種電気工事士の過去問題・模擬問題を予定回数以上行い、筆記合格者39名、技能合
格者36名となった。また、ものづくりコンテストにおいても予定回数を上回る練習を行い、健
闘した。実践的電気技術者の育成が図られた。今後も受験者の全員合格を目指し指導に
当たっていく。

半導体関連企業見学を２年連続で実施することでカリキュラムとの関連性
が高まった。また、地域貢献活動においても半導体について学んだ内容を
取り入れることができた。次年度は、3年生の進路先について検証し改善を
進める。

各種資格試験においては、合格率が低く、次年度は補習体制の確立など、
早急の対応が必要である。
ものづくりコンテストにおいては、審査基準に対応した指導が必要であると
感じた。

工場・工具の整理整頓、始業前後の整備点検を毎時間行う

実習レポートの提出期限の厳守

第二種電気工事士の学科問題を20回以上行い、合格率8割以上を目指す。

A

A

A

A

A

実習機器の点検をすること
で。資格取得に全員が取り組
むことができた。

資格試験は、合格率の平均が８割以上で
あった。点検に関しては毎時間実施できた
が、整理整頓が不十分である。

国家資格を取得することで専門に対する自信がつき、
更に上級の資格に興味関心を持ち挑戦するなど学習
意欲を高めることができた。また、今後の進路につい
て考えるよい機会になっている。

A

(電気系・電気科)
資格取得と実践的な指導に
よる電気技術者の育成

A

(化学系・工業化学科)
進路決定につながる工業教
育の充実を目指す。

A

朝学習の時間帯を活用し、基礎学力向上を目指し、基礎学力診断テストでD１判定以上を目指す。

実習での安全教育を実施する

実習における使用機器を含む環境の整備を行う。

資格試験の合格率を８割以上にする

第二種電気工事士の技能試験の候補問題を30回以上練習させ、合格率8割以上を目指す。

高校生ものづくりコンテスト電気工事部門出場者の課題練習を40回以上行い、入賞をめざす。

半導体関連企業見学を合計３社実施し、毎
時間の安全指導ができた。また、地域貢献
活動を３回実施することができた。

安全教育については、毎時間注意喚起を行
い、大きな事故にはつながらなかった。
資格試験は、合格率が低く、今後の検討課
題である。

(機械系・電子機械科)
資格取得の推進と安全教育
の徹底

A

(電気系・電子科)
半導体人材育成と地域貢献

半導体関連企業または大学の講師による授業をを１，２年次にそれぞれ1回以上実施する。               

実習前の点呼および使用器具点検により安全指導を毎時間行う。

ものづくり教室等を年2回以上実施し地域に貢献する。

実習等において、安全教育を徹底し、事故０を目指す。

各種資格・検定試験において、８割以上の合格率を目指す。

ものづくり分析コンテストにおいて、上位入賞を目指す。

A

地域の学校としての小倉工業高校には地域が注視していま
す。これからの小倉工業高校生の活躍に期待すると共に福
岡県の工業高校の中心的な役割を担ってください。
資格取得の指導を科ごとでなく一貫した取組として欲しい。

学校関係者評価

・学習指導に関しては、かなりの職員がＩＣＴ機器のスキルを身につけ、効果的な活用が出来始めている。今後は、学校関係者評価の中にもあった、ＩＣＴへの偏りからバランスを考えて活用していく取組が必要で
ある。
・生徒指導に関しては、自転車の通学マナー等についても向上しており、地域からや学校関係者評価でも高評価を受けている。今後は、さらに横断歩道での「押しチャリ」の徹底や、挨拶等を励行に取り組んでい
く必要がある。
・進路指導（キャリア教育）では、義務教育課程でのキャリア教育との一貫性を持たせるとともに、中学校との連携を強化し、効果的なキャリア教育の取組が出来るように改善していく。

・専門高校である本校の取組が充分に発信出来ていない部分がある。来年度からは企画広報と庶務を統合し、行事運営等も広報に活用していく取組を検討していく。

・学年および専門科（工業）に関しては、専門高校である特色を発揮し、資格取得やものづくりに今年度以上に積極的に取り組んでいきたいと考えている。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

(工業科全系・全科)
実験・実習における安全教育
および技術者育成

A

就職やインターンシップに向けた安全教育を次年度も進
路指導部と協力して各学年で行う。特に一年生に対する
安全指導は基礎基本を重視して行う。

専門科
(工業)

徹底した安全教育を取り組ん
だ。また機械整備補充を行え
今後の指導に繋げていく

A

A
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